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Aiとは何か

　Aiに関する説明は十年間、何遍
も繰り返してきた。だがいくら繰り
返しても足りないのでめげずに今日
も繰り返す。ロジックはシンプルな
ので是非、理解していただきたい。
ここでは２通りの視点からAiを紹
介してみよう。ひとつは医療現場も
しくは社会制度的な立場から。もう
ひとつは、死者と向き合う遺族の立
場から。

医療現場・社会システムの
観点からのＡｉ

　Aiの定義は「死亡時画像診断」
である。死亡時の医学検査には解剖
という有名な検査があるが、現在の
日本での適用率は２％台にとどまっ
ている。
　つまり日本では、百人中九十八人
が体表からみて死因を決めているわ
けだ。これではきちんと診断できな
い、ということは素人でもわかる。
そこで技術進歩の著しい画像診断を
応用しようと考えた。これがAiだ。
なのでCT、MRIなど、画像診断す
べてがAiに対応する。Aiを社会で
実施するため、「Aiプリンシプル」
の遵守が必要となる。
　Aiプリンシプルとは、①Aiは医
療現場の終点で医療従事者が行う②
Aiを行ったら診断レポートを作成
し、その情報を遺族と社会にオープ
ンにする③Aiの費用は医療費外か
ら医療現場に支払われる―という三
原則だ。
　当たり前じゃないか、とお考えの
方々は、社会の実態をご存じない。
プリンシプルを遵守せよと訴えなけ
ればならないくらい、現場のシステ

ム構築にはポリシーがない。
　典型例が法医学者が行うAiだ。
法医学者が司法解剖や行政解剖に準
じてAiを行うというのは一見合理
的に思えるが、その時、市民社会と
医療現場は大変なことになる。彼ら
は独自にAiを実施し、その情報を
開示しない。法医学者が調べた死因
は捜査情報で、死因情報が肝心の遺
族と市民社会に伝えられないのだ。
現実に医療事故裁判では、死因の真
相を知りたいのに法医が死因の情報
開示をしないため、やむなく医療裁
判を起こす遺族も多い。
　これは作り話ではない。Aiに関
しても、遺族がAi情報を依頼して
も、事件性の有無も定かでないのに、
画像を遺族に渡さないという法医学
教室も実在する。こうなると捜査が
市民社会の健全さを阻害するとい
う、大変困った事態だ。問題を解決
するのがAiの実施と情報管理を医
療現場で仕切るという新しいパラダ
イムの構築である。こうでもしない
と市民は司法に食い殺される。
　そうした危惧が私に『アリアドネ
の弾丸』を執筆させた。出版直後は、
警察がそんなことをするはずがな
い、ナンセンス・ミステリーだなど
という感想も散見したが、一月後、
大阪地検特捜部の証拠捏造事件が発
覚し、そうした感想は影を潜めた。

遺族の立場からのＡｉ

　続いては遺族の立場から。突然家
族が亡くなったとき、遺族は納得で
きないケースもある。その時、死因
がわかれば納得できるし、正確な死
因の理解は哀しみの軽減にもつなが

る。だが、正確な死因がわかるため
には遺体を医学的に調べなければな
らず、現在は解剖しか方法がない。
だが遺族は、これ以上遺体を傷つけ
たくないと願う。このため解剖を拒
否し、結局死因が不明のまま弔われ
てしまうことも多い。
　もし、Aiシステムが存在してい
たらどうだろう。遺族は、亡くなっ
た家族の遺体を切り刻むことなく死
因が判明することを歓迎する。CT
で３割、MRIで６割の死因がわかる。
それでは低いと解剖学者は非難する
が、解剖でも死因確定率は７割から
８割だ。
　つまり解剖しても１、２割の死因
は不明なのだ。すると遺体を傷つけ
ずに３割～６割の死因がわかるAi
を実施して納得してもらい、死因が
わからなければ解剖へ、という流れ
に反対する人はいないはず。この考
え方を「Ai優先主義」と呼ぶ。だ
が驚いたことに、この考え方に反対
する人たちがいる。
　Aiをしても必ず解剖しなくては
ならない、と主張する人たちを私は

「解剖至上主義」と呼んでいるが、
その人たちのAiアレルギーはとて
も強い。彼らが新しいシステム構築
に消極的な霞が関の官僚たちと結託
し、Aiの適切な社会導入を阻害す

る。これが現状だが、解剖至上主義
者の数は少ない。法医学会の上層部、
病理学会の上層部の一部だけ、おそ
らく日本全体で二十人もいないだろ
う。だが困ったことに、彼らはなぜ
か官僚と仲良しで、その声が国の方
針を決定したりする。そのため今日
も、家族の死因を調べてももらえず
涙している市民が生まれる。
　Aiの精神は、透明性、迅速性、
中立性、平等性の４つである。だか
らAiを導入して困るのは、何かを
隠したい、ズルをしたい、後ろ暗い
人たちである。そうした人たちが学
会の上層部に多いという事実が、こ
の国を暗くしている。かなしいこと
である。
　だが、私は未来は明るいと信じる。
今日も私の著作を読み、ひそかに
Aiの理解者が増え続けている。そ
の風をひとつにして、各地域には
Aiセンターが次々に創設され、銀
座のど真ん中に、それらを包括する
Ai情報センターも樹立されている。
　大きな社会の流れが出現する日
は、もうすぐそこまで来ているのだ。

　今月号から「Aiのいま」をテー
マに、10回にわたり連載する予定
です。

　2000年、Aiの概念を提唱。2006年、「チーム・
バチスタの栄光」で第四回「このミステリーが
すごい！」大賞を受賞。2008年「死因不明社会」
で科学ジャーナリスト賞受賞。最新作は「モル
フェウスの領域」角川書店。
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